
  

１．平成23年３月期第１四半期の連結業績（平成22年４月１日～平成22年６月30日） 

  

  

（２）連結財政状態 

  

２．配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無： 無 

  

３．平成23年３月期の連結業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日） 

（注）当四半期における業績予想の修正有無： 無 
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  （百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

23年３月期第１四半期  5,599  5.2  △575  －  △517  －  △421  －

22年３月期第１四半期  5,324  △16.7  △547  －  △487  －  △359  －

  
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

23年３月期第１四半期  △13  62  －      

22年３月期第１四半期  △11  62  －      

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

23年３月期第１四半期  28,673  13,201  46.0  426  55

22年３月期  34,765  13,823  39.8    446  66

（参考）自己資本 23年３月期第１四半期 13,201百万円 22年３月期 13,823百万円

  
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

22年３月期  －        3 00 －      4 00  7  00

23年３月期  －      

23年３月期（予想）  4 00 －      4 00  8  00

  （％表示は、通期は対前期、第２四半期（累計）は対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期（累計）  12,500  △2.3  △700  －  △570  －  △420  －  △13  57

通期  36,000  △2.4  600  △20.4  850  △13.7  500  △16.8  16  16



  

４．その他（詳細は、［添付資料］Ｐ．２「２．その他の情報」をご覧ください。） 

（１）当四半期中における重要な子会社の異動 ： 無 

新規 ─社 （社名  ─  ）  除外 ─社 （社名  ─  ） 

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用： 有 

（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

①  会計基準等の改正に伴う変更： 有 

②  ①以外の変更              ： 無 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作

成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

  

（４）発行済株式数（普通株式） 

  
  

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示

時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

  

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前

提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信（添付資料）２ページ「連

結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

  

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年３月期１Ｑ 31,013,189株 22年３月期 31,013,189株

②  期末自己株式数 23年３月期１Ｑ 64,221株 22年３月期 64,221株

③  期中平均株式数（四半期累計） 23年３月期１Ｑ 30,948,968株 22年３月期１Ｑ 30,950,510株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、アジアなど新興国を中心とした外需の拡大や緩やかな内需の

回復によって企業収益に改善傾向が見られるものの、欧州における金融不安や円高、デフレの継続によって依然先

行き不透明な状況で推移しました。  

 このような状況のもと、当社グループでは第一にものづくり重視の姿勢を維持すること、第二に見積段階から戦

略的コストダウンを図り受注を確保すること、第三に事業メニューの増加と差別化を図ることの３点を経営課題と

して全社をあげて取り組んでまいりました。 

 この結果、当第１四半期連結会計期間の受注高は7,930百万円（前年度同期比19.6％減）、売上高は5,599百万円

（前年同期比5.2％増）、受注残高は26,179百万円（前年同期比10.4％増）となりました。 

 損益面においては営業損失575百万円（前年同期は営業損失547百万円）、経常損失517百万円（前年同期は経常

損失487百万円）、四半期純損失421百万円（前年同期は四半期純損失359百万円）となりました。 

 セグメント別の概況は次のとおりです。 

 官需向け中心に廃棄物・リサイクル施設、上下水施設、排ガス処理装置などを扱う環境装置事業におきまして

は、官公庁による事業費削減政策による発注量の減少が大きく影響し、受注高は6,548百万円、売上高は4,053百万

円、受注残高は22,993百万円、また営業損失は401百万円となりました。 

 民需向け中心に電解事業や防蝕事業、産業機械事業、フィルタープレス事業を行う産業装置事業におきまして

は、引き続く設備投資の抑制により、受注高は1,133百万円、売上高は1,032百万円、受注残高は2,853百万円、ま

た営業損失は189百万円となりました。 

 一般建設・サイロ建築などの建設事業は、受注高は248百万円、売上高は514百万円、受注残高は332百万円、ま

た営業利益は15百万円となりました。 

  

 なお、当社グループの環境装置事業においては、売上高が通常第４四半期連結会計期間に集中するのに対し、人

件費その他の固定費は恒常的に発生するため、業績に季節的変動があります。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 当第１四半期連結会計期間末の資産合計は28,673百万円となり、前連結会計年度末に比べ6,092百万円減少しま

した。これは有価証券は増加したものの受取手形及び売掛金が大幅に減少したことが主な要因であります。 

 負債合計は前連結会計年度末に比べ5,469百万円減少し、15,472百万円となりました。これは主に支払手形及び

買掛金並びに短期借入金の減少によるものであります。 

 また、純資産合計は主に利益剰余金の減少により622百万円減少の13,201百万円となりました。 

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 平成23年３月期の連結業績予想につきましては、平成22年５月12日の決算発表時に公表いたしました予想数値か

ら変更はありません。 

（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。 

   

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

（簡便な会計処理） 

①棚卸資産の評価方法 

 四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計期間末の実地棚卸高を

基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 

 また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積

り、簿価切下げを行う方法によっております。 

  

②固定資産の減価償却方法の算定方法 

 定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法

によっております。 

   

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報

２．その他の情報



③繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

 繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の

発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタック

ス・プランニングを利用する方法によっております。 

  

（四半期財務諸表の作成に特有の会計処理） 

 税金費用の計算 

 税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて算出しております。 

 なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

①「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用 

 当第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年３月10日公

表分）及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第24号 平成20年３月10

日）を適用しております。これによる損益に与える影響はありません。 

  

②資産除去債務に関する会計基準の適用 

 当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月

31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31

日）を適用しております。 

 これによる、営業損失及び経常損失に与える影響は軽微であり、税金等調整前四半期純損失は51百万円増加

しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は51百万円であります。 

  



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,542 5,324

受取手形及び売掛金 6,443 16,139

有価証券 5,101 1

商品及び製品 150 148

仕掛品 1,137 820

原材料及び貯蔵品 619 534

その他 1,113 1,068

貸倒引当金 △7 △21

流動資産合計 18,098 24,016

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 2,319 2,356

土地 6,322 6,322

その他（純額） 653 691

有形固定資産合計 9,295 9,370

無形固定資産 82 86

投資その他の資産   

投資有価証券 801 904

その他 418 410

貸倒引当金 △22 △22

投資その他の資産合計 1,196 1,292

固定資産合計 10,574 10,749

資産合計 28,673 34,765

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 9,109 12,179

短期借入金 250 3,300

前受金 793 248

賞与引当金 351 700

その他の引当金 251 223

その他 1,785 1,273

流動負債合計 12,540 17,924

固定負債   

退職給付引当金 1,104 1,133

役員退職慰労引当金 25 48

負ののれん 284 341

その他 1,517 1,493

固定負債合計 2,932 3,017

負債合計 15,472 20,941



（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,835 1,835

資本剰余金 2,069 2,069

利益剰余金 9,317 9,863

自己株式 △25 △25

株主資本合計 13,196 13,741

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 4 81

評価・換算差額等合計 4 81

純資産合計 13,201 13,823

負債純資産合計 28,673 34,765



（２）四半期連結損益計算書 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

売上高 5,324 5,599

売上原価 4,611 4,914

売上総利益 712 685

販売費及び一般管理費 1,259 1,261

営業損失（△） △547 △575

営業外収益   

受取利息及び配当金 8 10

負ののれん償却額 56 56

その他 16 18

営業外収益合計 81 85

営業外費用   

支払利息 6 3

為替差損 11 14

持分法による投資損失 － 7

その他 4 3

営業外費用合計 21 28

経常損失（△） △487 △517

特別利益   

貸倒引当金戻入額 38 13

特別利益合計 38 13

特別損失   

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 51

その他 － 1

特別損失合計 － 53

税金等調整前四半期純損失（△） △448 △558

法人税等 △88 △136

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △421

四半期純損失（△） △359 △421



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純損失（△） △448 △558

減価償却費 72 115

負ののれん償却額 △56 △56

売上債権の増減額（△は増加） 10,237 9,695

たな卸資産の増減額（△は増加） △521 △403

仕入債務の増減額（△は減少） △3,223 △3,069

前受金の増減額（△は減少） 767 545

法人税等の支払額 △90 △156

その他 △50 423

営業活動によるキャッシュ・フロー 6,687 6,534

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形及び無形固定資産の取得による支出 △36 △27

投資有価証券の取得による支出 △193 △0

その他 8 △7

投資活動によるキャッシュ・フロー △221 △35

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △3,950 △3,000

長期借入金の返済による支出 △148 △50

配当金の支払額 △92 △123

その他 △3 △4

財務活動によるキャッシュ・フロー △4,194 △3,178

現金及び現金同等物に係る換算差額 △3 △3

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,268 3,317

現金及び現金同等物の期首残高 3,525 5,324

現金及び現金同等物の四半期末残高 5,793 8,642



 該当事項はありません。  

  

〔事業の種類別セグメント情報〕 

前第１四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日） 

（注）１．事業区分の方法：製品の種類・性質・施工方法・販売市場等の類似性に基づく製品系列により区分して

おります。  

   ２．各事業区分に属する主要な内容 

  

〔所在地別セグメント情報〕 

前第１四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日） 

当社の支店及び連結子会社は、すべて本邦に所在しているので、該当事項はありません。  

  

〔海外売上高〕 

前第１四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日） 

海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  
環境装置事業
（百万円） 

建設事業
（百万円） 

計（百万円）
消去又は全社 
（百万円） 

連結(百万円)

売上高                              

(1）外部顧客に対する売上高  4,081  1,242  5,324  －  5,324

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高 
 －  －  －  －  －

計  4,081  1,242  5,324  －  5,324

営業利益又は営業損失(△)  △619  72  △547  －  △547

環境装置事業 ：水処理施設(廃棄物処理施設、上下水処理施設、ごみ埋立浸出水処理施設、工場排水

等）バイオガス等リサイクル施設、土壌・地下水浄化施設等の設計・施工・請負・

製造・販売ごみ焼却施設用排ガス処理装置、海水電解防汚装置、産業機器（各種フ

ィルター）、防蝕機器（ライニング製品）、風水力機器（サイクロン・ポンプ）製

造・販売 

上記施設の維持管理、装置・機器のメンテナンス等 

建設事業 ：一般建築（事務所、各種工場、倉庫等）、サイロ、プラント設備、不動産賃貸等 



〔セグメント情報〕 

１．報告セグメントの概要  

 当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営

資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

 当社は、製品・サービス別の事業本部及び事業部を置き、各事業本部及び事業部は、取り扱う製品・サービ

スについて国内及び海外の包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。 

 したがって、当社は、事業本部及び事業部を基礎とした製品・サービス別のセグメントから構成されてお

り、「環境装置事業」「産業装置事業」「建設事業」の３つを報告セグメントとしております。 

 「環境装置事業」は、廃棄物・リサイクル施設、上下水施設、排ガス処理装置等を扱っております。「産業

装置事業」は、海水電解防汚装置、産業機器（各種フィルター）、防蝕機器（ライニング製品）、風水力機器

（サイクロン、ポンプ）等を扱っております。「建設事業」は、一般建築、サイロ建築、不動産賃貸等を行っ

ております。 

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第１四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年６月30日） 

（注）１．調整額はセグメント間取引消去額であります。  

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。 

  

（追加情報） 

当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21

年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成

20年３月21日）を適用しております。 

  

 該当事項はありません。  

  

  （単位：百万円）

  

報告セグメント
調整額 
（注）１ 

四半期連結損
益計算書計上

額 
（注）２ 

環境装置 産業装置 建設 計

売上高             

外部顧客への売上高 4,053 1,032 514 5,599 － 5,599 

セグメント間の内部売上高
又は振替高 

－ 0 18 18 △18 － 

計 4,053 1,032 532 5,618 △18 5,599 

セグメント利益又は損失

（△） 
△401 △189 15 △575 － △575 

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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